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校友会の意義と課題



校友会の意義

①卒業生のネットワークを通じ母校の魅力向上に寄与

②校友が充実した人生を送るための機会を提供



具体的な価値提供

①懇親機会の提供－ライフステージに合わせたイベントを企画

　【例】20代－楽しいイベントの企画運営

　　　　30～40代－家族サービスの場の提供

　　　　全年代－学生時代を共有した仲間との懇親

　　　　全年代－世代を超えた友人との出会い

②懇親以上の機会の提供－校友が社会で羽ばたくことを相互に扶助

　【例】ビジネス交流

③学校への価値の還元

　【例】学生の為の活動（ホームカミングデー・土曜講座等）に協力

　　　　逗子開成の情報や功績を世に広く発信する（HP・YouTube）

　　　　学生の抱える課題を社会人の視点から相談にのる



現状の課題

①会員／資金の不足

　▸価値あるイベントを開催するにも参加希望者と予算が必要

　▸人こそが校友会の魅力だが現状尻すぼみの状況

　▸気軽に参加できる価値あるイベントの開催には多くの資金が必要

②インフラの不足

　▸広い世代の多くの人に参加してもらうためのインフラが必要

③運営人員の不足

　▸現状でも人員は不足しているが活動の活発化を考えるとさらに不足

④連携の不足

　▸学生や校友が校友会の活動について十分に認識していない

　▸魅力的な施設を複数保有している学校との信頼および連携を強める　　こと

でこれらを積極的に活用できる



当期における活動

 



１．財務基盤の強化



収支状況の概略

▸ 会費納入者は前年比１５６名減の７９１名と減少傾向が継続

▸ 新設の賛助金について２０４名から８７０．９千円の支援を獲得し、

　会費と合わせて合計２４５．３千円を確保

▸ 財政基盤強化には会費納入者の増加が重要であり、分析と対策を検討中



寄付金・賛助金制度の確立

本部  東京  川崎横浜  横須賀三浦   逗子葉山  鎌倉  湘南  計 

年会費会員数   59  87  193  213  67  67  105  791 

年会費(千円)   118  174  386  426  134  134  210  1,582  

賛助金会員数   16  31  59  31  19  16  34  204 

賛助金額(千円)   48.3   106.6   287.5   100.5   93  66  169  870.9  



会費決済手段（会費ペイ）の本格運用

▸ 若い世代を中心に新たな支払い手段として浸透

▸ 会費等入金において校友の約１０％（１００名）が利用

▸ グッズ販売においても５０％がクレジットカード決済

カード決済端末



Webでのグッズ販売や発送作業の確立

▸ ２０２４年８月に実施し、５１名（２４５千円）への販売を達成

▸ 発送までの作業は常任幹事が行い、毎回４人が発送作業に従事

トートバッグ

新
発
売



年間でのグッズ売上について

▸ 年間を通して、約１,３００点（１，２７６千円）の売上を達成

▸ 定番商品加えて、開成祭を中心とした新商品の売れ行きが好調



２．各種イベントの開催



校友会本部関連活動（花火大会観覧）

▸ 逗子海岸花火大会の観覧（２０２４年５月）

▸ 校友限定で海洋教育センターより花火大会が観覧できるように

▸ 若年層の新規加入者獲得に繋がりました

http://www.youtube.com/watch?v=VrXEdNd6zX8&t=4


校友会本部関連活動（開成祭）

▸ ２０２４年１０月の開成祭に参加

▸ 展示ブース・グッズ販売・無料喫茶を運営を実施

▸ OB紹介やクラブ助成実績の紹介、Youtube映像の展示

▸ 来場者約１，０００名に対してグッズ販売や認知度向上を実施



校友会本部関連活動

http://www.youtube.com/watch?v=LzzME4Tbf5s&t=92


校友会本部関連活動（ゴルフ大会）

▸ ２０２４年１０月：第１６回ゴルフ大会を葉山国際カンツリー倶楽部で開催

▸ 激しい雨の中での熱戦となり、参加者２６名全員に校友会グッズや

　寄付による賞品を配布

　



校友会本部関連活動（その他）

▸ ２０２４年６月：父親懇談会でのグッズ販売：７４千円（カード決済１０千円）

▸ ２０２４年７月：げんべい製ビーチサンダル販売：計８２千円

▸ ２０２４年８月：「夏祭りin新宿」へ学校と協力し、逗子開成の歴史を展示



地区会等のイベント開催（横須賀・三浦会）

　

▸ ２０２４年７月：母校高校野球夏の神奈川大会観戦（１０名）

▸ ２０２４年８月：プロ野球観戦（１９名）

▸ ２０２５年１月：横須賀・三浦会合併に伴う懇親会を開催（３５名）

▸ ２０２５年３月：花見大会、ヴェルニー公園＆しゃぶ葉（１８名）

横須賀新年会
（ゲスト：高５７回橋山メイデン氏）

横須賀会野球観戦



地区会等のイベント開催（川崎横浜会、湘南会）

　

湘南会BBQ会

▸ 川崎横浜会：２０２４年７月：クルージング大会（葉山新港　参加者３３名）

▸ 湘南会：２０２４年１０月：ＢＢＱ大会（弁慶果樹園　参加者２０名）



▸ ２０２４年８月：八方尾根遭難碑慰霊登山（長野県白馬村）

▸ 高５２回と校友会のメンバー７名にて実施（４４年目）

▸ 初参加メンバー含めて、２，０００mを超える登山と慰霊を完遂

地区会等のイベント開催（その他）



ボート遭難碑清掃 田邊学祖墓参

令和７年１月２５日

鎌倉会幹事５名

５２会会員５名計

１０名の参加者を得て実施

令和７年１月２５日

鎌倉会幹事５名

５２会会員５名計

１０名の参加者を得て実施



ビジネス懇親会　準備委員会（２０２４年１１月）

▸ 川崎・横浜会主催で初のビジネス懇親会を開催（参加合計２０名）

▸ 校友間のビジネス交流や若手とベテランのつながりを促進

▸ 未加入卒業生の入会にもつながり、校友の輪を広げる機会に

　



母校との連携強化（ホームカミングデー）

▸ ２０２５年５月：卒業１０年・２０年の校友を対象に開催

▸ 本格的に校友会で運営支援を実施（グッズ販売も強化）

▸ 各年代のキーパーソンと校友会の繋がりを作るきっかけに



母校との連携強化（校友による母校講演）

▸ 校友による母校での講演：生徒会主催１２０周年講演会にて

▸ 薬袋佳祐氏（高５６回、名城大法学部准教授)

▸ 演題：我々は戦争にどう立ち向かうか



「オール逗子開成プラットフォーム」誕生

プラットフォームの目的

　1. 学校と卒業生、卒業生相互がつながる

　2. 母校逗子開成の情報を知る

　3. 卒業生のスキルや経験などを活かして、母校の後輩を応援する

現時点で１，０００名以上の校友が登録済み



母校との連携強化（校史編纂開始）

▸ 貴重な学校史資料を保存・活用するため、２０２４年４月に学校と

校友会で「校史編纂委員会」を発足

▸ 学校代表に片山健介先生（高４９回）、校友会代表に柴田一男氏（高２１回）が参加

し、図書室の資料約１,０００点をデータ化

衣川先生の送別に際して（１９４３年）

卒業記念品の風呂敷（１９６９年）

創立６０周年記念誌

卒業記念品のバックル（１９６４年）



生徒留学およびクラブ対外競技支援、表彰

▸ 留学生支援：１１名、２９０千円

　（高校１年生を中心にニュージーランド、カナダ、アメリカ、イタリア）

　

▸ クラブ対外競技支援：９件、２２０千円

　（陸上部、ヨット部、水泳部、柔道部、将棋部、囲碁部の大会参加）

▸ 校内競技等表彰：７件、７５千円

　（持久走大会、百人一首大会、英語プレゼンコンテント景品）



３．校友会の PR



SNS・YouTubeでの情報発信強化

若手常任幹事を中心に幅広い世代に届く動画を作成

①逗子開成や近隣の最新情報を提供する動画

　頻繁に足が運べない校友にも馴染みの母校や街の今を伝えたい

　（文化祭・花火大会・通学路等、計6本）　

②校歌や応援歌の動画

貴重な青春時代を過ごした母校を思い出してもらいたい

　（校歌・応援歌等、計19本）

③今を活躍する校友の特集動画

　（医師・歯科医・落語家・プロレスラー・飲食店経営等、計20本）

その他動画含め合計45本公開中



公開中の動画



校友会会報『開物成務』の発行

▸ 71号：2024年7月15日発行　 

▸ 72号：2025年1月1日発行 

学校の状況や校友会の活動報告、クラブOB会の動向、活躍するOBの紹介

など多彩な内容を掲載し、会員へ発送 



ご清聴ありがとうございました。


